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論文審査の要旨 

 

成人における大腿骨頭靭帯の機能は不明であったが、近年股関節鏡の発展に

より成人においても同靭帯が機能し、その損傷が股関節痛の一因と考えられる

ようになってきた。申請者はその観点から大腿骨頭靭帯の大腿骨付着部を組織

学的に評価し、その機能と病態について検討した。 

 その結果、1) 大腿骨頭靭帯は他の腱・靭帯と同様、特徴的な線維軟骨構造を

示した。2) 病理組織学的所見も他の腱・靭帯と同様、変性を主体としていた。

3) 靭帯の断裂により骨付着部は著明に変性が進行している所見を示していた。 

本研究により大腿骨頭靭帯は連続している場合、成人でも機能し、股関節の

安定性に寄与していることが明らかになった。さらに靭帯の断裂により機械的

負荷が消失することで靭帯骨付着部の解剖学的構造は著しく退行変性していた。

これらのことから大腿骨頭靱帯が損傷した股関節は不安定であり、非生理的な

動きが生じている可能性が示唆された。本研究の結果はこれまで不要と考えら

れていた同靭帯の成人における臨床的意義を示しており、大変有意義であると

考えられ、今後の医学の進歩に寄与する可能性は高く、博士（医学）の学位に

値すると評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに大腿骨頭靭帯に関す

る研究の進歩に寄与する可能性が高いと認める。 
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